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一
七
世
紀
初
頭
朝
鮮
の
対
明
貿
易

初
期
中
江
開
市
の
存
廃
を
中
心
に

辻

大

和

は

じ

め

に

本
論
文
の
目
的
は
、
一
七
世
紀
初
頭
の
東
ア
ジ
ア
国
際
貿
易
に
お
け
る
朝
鮮
ル
ー
ト
の
再
形
成
過
程
を
、
朝
鮮
が
選
択
し
た
対
明
貿

易
の
手
段
に
対
す
る
考
察
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

一
六
世
紀
中
葉
以
降
、
東
ア
ジ
ア
で
は
活
発
な
貿
易
が
行
わ
れ
た
が
、
一
五
九
二
年
か
ら
の
壬
辰
・
丁
酉
の
乱

(

日
本
軍
の
朝
鮮
侵
入)

に
よ
り
、
日
本
か
ら
朝
鮮
を
経
て
明
に
至
る
貿
易
ル
ー
ト
は
一
時
途
絶
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
朝
鮮
と
明
の
間
で
は
、
朝
鮮
が
明
に
派

遣
す
る
使
節
団
で
あ
る
燕
行
使

(

１)

に
よ
る
既
存
の
貿
易
に
加
え
、
乱
中
の
一
五
九
四
年
ご
ろ
か
ら
朝
鮮
と
明
の
国
境
に
位
置
す
る
、
鴨
緑

江
の
平
安
道
義
州
近
く
に
あ
る
中
洲
に
お
い
て
新
た
に
互
市

(

２)

形
態
の
貿
易
が
開
始
さ
れ

(

中
江
開
市)

、
一
六
一
三
年
に
そ
れ
が
廃
止
さ
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れ
る
ま
で
は
両
者
が
併
存
し
た
。
ま
た
朝
鮮
と
日
本
の
間
で
も
、
一
六
〇
九
年
に
朝
鮮
が
対
馬
の
通
交
再
開
を
許
し
、
一
六
一
一
年
か

ら
両
者
に
よ
る
釜
山
で
の
開
市
が
始
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
壬
辰
・
丁
酉
の
乱
後
の
朝
鮮
経
由
の
国
際
貿
易
が
再
開
し
た
。

こ
の
貿
易
再
開
時
期
に
関
連
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
を
中
心
と
し
た
当
該
期
の
東
ア
ジ
ア
国
際
貿
易
に
関
す
る
岩
井
茂
樹

(

３)

と
中
島
楽
章

(

４)
の
研
究
で
あ
る
。
岩
井
は
一
六
世
紀
中
葉
か
ら
の
互
市
の
発
展
過
程

(

特
に
華
南
、
モ
ン
ゴ
ル
の
事
例)

を
分
析
し
、
明
建

国
以
来
の
朝
貢
一
元
体
制
が
崩
壊
し
て
い
っ
た
と
す
る
。
ま
た
中
島
は
、
一
六
世
紀
末
に
日
本
・
華
南
・
東
南
ア
ジ
ア
の
一
帯
で
互
市
・

往
市
・
密
貿
易
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
朝
貢
貿
易
だ
け
の
体
制
か
ら
転
換
が
な
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
明

と
の
間
で
互
市

(

開
市)

を
一
時
的
に
は
行
う
が
結
局
は
廃
止
す
る
朝
鮮
の
事
例
は
、
明
と
そ
の
周
辺
諸
国
と
の
関
係
に
お
い
て
は
興

味
深
い
事
例
で
あ
ろ
う
。
そ
の
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
浮
上
す
る
。

一
方
、
こ
の
時
期
の
朝
鮮
に
よ
る
対
外
貿
易
の
問
題
を
は
じ
め
て
取
り
あ
げ
た
の
は
、
植
民
地
期
に
お
け
る
今
村
鞆

(

５)

で
あ
る
。
今
村

は
朝
鮮
王
朝
が
特
産
品
の
薬
用
人
蔘
を
輸
出
し
て
東
ア
ジ
ア
国
際
貿
易
に
関
与
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
四
方
博

(

６)

は
、
一

六
世
紀
以
降
朝
鮮
の
対
外
貿
易
が
拡
大
し
た
こ
と
、
一
七
世
紀
初
頭
の
中
江
開
市
が
そ
の
画
期
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
指
摘
し
た
。

戦
後
の
研
究
に
目
を
転
じ
る
と
、
ま
ず
韓
国
で
は
、
事
件
史
を
中
心
に
朝
鮮
時
代
の
対
中
貿
易
の
制
度
変
遷
を
整
理
し
た
全
海
宗

(

７)

の

研
究
を
そ
の
先
駆
と
す
る
が
、
姜
萬
吉

(

８)

に
よ
っ
て
、
一
七
世
紀
後
半
以
降
に
薬
用
人
蔘
貿
易
が
朝
鮮
国
内
の
商
業
発
展
に
寄
与
し
た
と

す
る
主
張
が
な
さ
れ
て
以
降
は
、
主
に
対
外
貿
易
に
関
与
し
た
商
人
の
研
究
に
成
果
が
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
朝
鮮
国
内
の
人
蔘
商

人
の
活
動
を
検
討
し
た
呉
星

(

９)

や
、
釜
山
で
対
日
貿
易
に
携
わ
っ
た
商
人
の
動
向
を
解
明
し
た
金
東
哲

(�)
な
ど
の
研
究
が
そ
う
で
あ
る
。
こ

れ
に
加
え
て
近
年
は
韓
明
基

(�)
や
李
賢
淑

(�)
な
ど
が
一
七
世
紀
初
頭
に
明
と
朝
鮮
の
間
で
銀
や
火
薬
原
料
が
往
来
し
た
過
程
を
検
討
し
て
お
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り
、
朝
明
貿
易
の
解
明
が
進
ん
だ
。
李
賢
淑
は
朝
鮮
が
燕
行
使
を
通
じ
て
一
七
世
紀
初
頭
に
積
極
的
に
明
の
物
資
を
輸
入
し
た
状
況
を

明
ら
か
に
し
た
。

韓
国
以
外
で
は
、
台
湾
の
研
究
者
で
あ
る
張
存
武

(�)
が
清
代

(

一
六
三
〇
年
代
以
降)

の
燕
行
使
貿
易
に
つ
い
て
実
証
的
研
究
を
行
い
、

日
本
で
も
寺
内
威
太
郎

(�)
が
一
六
四
〇
年
代
以
降
の
朝
中
国
境
地
帯
で
の
開
市
を
解
明
し
た
。
こ
れ
ら
張
と
寺
内
の
研
究
に
よ
っ
て
、
朝

鮮
後
期
の
朝
中
貿
易
は
一
八
八
〇
年
代
ま
で
燕
行
使
貿
易
と
国
境
で
の
開
市

(

中
江
、
会
寧
、
慶
源)

が
併
存
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
先
行
研
究
の
な
か
で
も
っ
と
も
詳
細
に
一
七
世
紀
初
頭
朝
鮮
の
対
中
貿
易
に
つ
い
て
探
究
し
た
の
が
韓
明
基
で
あ
る
。
韓
明

基
は
壬
辰
・
丁
酉
の
乱
に
際
し
て
明
軍
の
朝
鮮
来
援
に
よ
り
、
朝
鮮
が
受
け
た
経
済
的
・
文
化
的
・
社
会
的
影
響
を
論
じ
、
特
に
経
済

的
影
響
と
し
て
、
朝
鮮
国
内
に
明
軍
が
物
資
調
達
の
た
め
に
銀
を
持
ち
込
ん
で
銀
の
流
通
が
進
ん
だ
こ
と
や
、
中
江
開
市
を
通
じ
て
朝

鮮
が
遼
東
の
物
資
輸
入
を
企
図
し
た
こ
と
を
解
明
し
た

(�)
。
さ
ら
に
朝
鮮
が
中
江
開
市
の
廃
止
を
早
く
も
一
六
〇
〇
年
か
ら
図
る
な
ど
開

市
に
消
極
的
に
対
応
し
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る

(�)
な
ど
重
要
な
発
見
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
韓
明
基
の
研
究
に
よ
り
次
の
課
題
が
浮
上
す
る
。
朝
鮮
が
燕
行
使

(

朝
貢)

貿
易
で
は
、
積
極
的
に
明
と
交
易

し
た
こ
と
が
李
賢
淑
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
朝
鮮
が
消
極
的
な
姿
勢
を
持
っ
た
ま
ま
中
江
開
市
を
継
続
さ
せ
た
理
由

が
不
明
な
の
で
あ
る
。
朝
鮮
に
と
っ
て
中
江
開
市
と
燕
行
使
貿
易
の
違
い
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
が
不
明
な
の
は
従
来
の
研
究
に

お
い
て
中
江
開
市
が
、
開
市

(

互
市)

と
い
う
形
態
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
意
味
に
つ
い
て
十
分
に
考
察
さ
れ
ず
、
中
江
開
市
と
燕
行
使

貿
易
と
の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る

(�)
。

一
七
世
紀
初
頭
朝
鮮
の
対
明
貿
易
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そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
壬
辰
・
丁
酉
の
乱
後
、
朝
鮮
が
中
江
開
市
と
燕
行
使
貿
易
に
対
し
て
取
っ
た
相
反
す
る
立
場
の
形
成
過
程
、

背
景
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
朝
鮮
が
対
明
貿
易
を
ど
の
よ
う
に
進
行
さ
せ
た
の
か
を
、
中
江
開
市
に
重
点
を
お
い
て
考
察
し
、

次
に
燕
行
使
に
よ
る
貿
易
活
動
が
継
続
し
た
一
方
で
、
開
市

(

互
市)

が
廃
止
に
い
た
る
過
程
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
中
江
開
市
と
燕

行
使
貿
易
が
持
っ
て
い
た
問
題
点
に
つ
い
て
朝
鮮
と
明
側
双
方
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

一

壬
辰
・
丁
酉
の
乱
後
、
朝
鮮
の
対
明
貿
易
の
展
開

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
は
ま
ず
壬
辰
・
丁
酉
の
乱

(

一
五
九
二
〜
一
五
九
八)

後
に
お
け
る
朝
鮮
の
対
明
貿
易
の
展
開
に
つ
い
て
、

そ
の
沿
革
と
論
点
を
整
理
し
て
お
く
。

壬
辰
・
丁
酉
の
乱
後
の
対
明
貿
易
は
、(
一)

朝
鮮
か
ら
の
燕
行
使
、(

二)

朝
明
国
境
で
の
中
江
開
市
、(

三)

明
か
ら
の
勅
使
、

の
三
経
路
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
。

一
・
一

朝
鮮
か
ら
の
燕
行
使

朝
鮮
は
朝
貢
使
節
団

(

以
下
、
燕
行
使
と
呼
ぶ)

を
年
に
数
回
、
陸
路
で
明
に
派
遣
し
て
い
た
。
燕
行
使
は
任
務
に
付
随
し
て
、
皇
帝

を
は
じ
め
と
す
る
明
皇
室
に
進
貢
品
を
献
上
し
た
。
進
貢
品
の
品
目
に
つ
い
て
は
、
明
の
国
政
要
覧
と
で
も
い
う
べ
き

『

大
明
會
典』

に
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。

貢
物
。
金
銀
器
皿
、
螺
鈿
梳
函
、
白
綿
紬
、
各
色
苧
布
、
龍
文
簾
席
、
各
色
紬
花
席
、
豹
皮
、
獺
皮
、
黄
毛
筆
、
白
綿
紙
、
人
蔘
、
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種
馬
毎
三
年
五
十
匹

(�)
。

こ
れ
か
ら
進
貢
品
に
金
銀
製
品
の
ほ
か
、
絹
布

(

綿
紬)

や
人
蔘
、
馬
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
燕
行
使
の
派
遣
に
際
し

て
は
、
進
貢
の
ほ
か
、
朝
鮮
の
諸
官
庁
が
必
要
と
す
る
物
資
調
達
の
た
め
の
公
貿
易
も
行
わ
れ
た
。
公
貿
易
の
対
象
物
品
は
薬
材
や
布

が
中
心
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
の
燕
行
使
は
北
京
の
会
同
館
で
期
間
の
限
定
な
く
貿
易
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た

(�)

。
た
だ
、
一
七
世

紀
初
頭
の
朝
鮮
で
は
燕
行
使
貿
易
に
対
し
て
、
縮
減
す
る
方
針
が
出
さ
れ
た
。
従
来
は
尚
衣
院

(

王
室
の
衣
服
の
調
度
を
担
当)

と
内
医

司

(

王
室
の
医
療
を
担
当)
の
よ
う
に
王
室
と
直
接
関
係
が
あ
る
諸
官
庁
の
た
め
に
対
明
貿
易
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
宣
祖
三
八

(

一
六

〇
五)

年
に
は
こ
れ
ら
公
貿
易
の
縮
小
が
唱
え
ら
れ
、
特
に
衣
服
の
織
造
、
賜
与
な
ど
を
担
当
す
る
済
用
監
の
貿
易
額
は
全
額
削
減
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た

(�)
。

一
方
で
、
燕
行
使
貿
易
で
貿
易
量
の
増
加
が
図
ら
れ
た
品
目
も
あ
っ
た
。
代
表
的
な
例
が
焔��(
火
薬
の
原
料)

で
あ
る
。
朝
鮮
は

壬
辰
・
丁
酉
の
乱
に
際
し
、
日
本
軍
が
用
い
る
鉄
砲
の
威
力
に
接
し
、
訓
錬
都
監
を
創
設
し
て
鉄
砲
の
導
入
を
進
め
、
朝
鮮
に
と
っ
て

火
薬
の
原
料
と
な
る
焔��
の
輸
入
が
重
要
に
な
っ
た

(�)
。
そ
こ
で
宣
祖
三
九

(

一
六
〇
六)

年
よ
り
年
間
三
千
斤
の
焔��
が
明
か
ら
新
た

に
輸
入
さ
れ
た

(�)
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
と
の
燕
行
使
貿
易
に
は
削
減
さ
れ
た
品
目
が
あ
っ
た
一
方
で
、
国
防
物
資
調
達
の
た
め
の
品
目
の
貿
易
は
拡
大

さ
れ
た
。

一
七
世
紀
初
頭
朝
鮮
の
対
明
貿
易

辻

第
九
十
六
巻

5

五



一
・
二

朝
明
国
境
で
の
貿
易：

中
江
開
市

こ
こ
で
は
朝
明
国
境
の
平
安
道
義
州
近
く
の
中
江

(�)

で
開
か
れ
た
、
中
江
開
市
の
沿
革
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
中
江
開
市
は
宣
祖
二
六

年
一
二
月
か
ら
同
二
七

(

一
五
九
四)

年
四
月
の
間
に
開
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
宣
祖
二
六
年
一
二
月
に
、
中
江
で
市
を

開
き
物
資
を
流
通
さ
せ
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
の
備
辺
司
の
啓
が
あ
り

(�)

、
宣
祖
二
七
年
四
月
ま
で
に
中
江
で
朝
鮮
へ
の
驢
馬
の
輸
入
が

な
さ
れ
た

(�)
と
の
記
述
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
開
市
の
当
初
の
ね
ら
い
は
、
柳
成
龍
に
よ
れ
ば
朝
鮮
北
部
の
救
荒
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に

利
益
を
求
め
る
平
安
道
や
京
城
の
民
が
開
市
で
の
交
易
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た

(�)

。
開
市
に
よ
り
朝
鮮
か
ら
は
、
人
蔘
や
貂
皮
、
織

物
が
明
に
輸
出
さ
れ
た

(�)
。
中
江
で
は
朝
鮮
よ
り
馬
の
購
入
が
図
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

(�)

。

そ
の
後
朝
鮮
朝
廷
で
は
宣
祖
三
一

(
一
五
九
八)

年
に
中
江
開
市
で
の
交
易
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
の
指
摘
が
行
わ

れ
た

(�)
。
宣
祖
三
三
年
四
月
に
は
朝
廷
で
閔
中
男
が
中
江
開
市
に
よ
り
中
朝
双
方
の
民
が
均
し
く
そ
の
恩
恵
を
蒙
っ
た
も
の
の
、
邪
悪
な

輩
が
問
題
の
も
と
を
引
き
起
こ
す
懸
念
か
ら
開
市
廃
止
を
国
王
に
建
議
し
た
が
、
国
王
は
更
な
る
議
論
を
求
め
た

(�)

。
備
辺
司
は
中
江
開

市
を
た
だ
ち
に
廃
止
し
な
け
れ
ば
後
日
の
問
題
が
防
ぎ
が
た
い
と
し
、
速
や
か
な
廃
止
を
求
め
、
王
は
そ
れ
を
認
め
た

(�)

。
朝
鮮
は
同
年

五
月
、
朝
鮮
国
王
名
義
で
明
の
経
理
朝
鮮
軍
務
都
察
院
右
僉
都
御
史
の
萬
世
徳
に
中
江
開
市
の
廃
止
要
請
を
送
っ
た

(�)

。

し
か
し
、
宣
祖
三
三

(

一
六
〇
〇)

年
一
〇
月
ま
で
経
理
は
朝
鮮
に
対
し
て
中
江
開
市
廃
止
に
関
す
る
回
答
を
行
わ
な
か
っ
た

(�)

。
平

安
道
観
察
使
を
宣
祖
三
一
年
か
ら
同
三
四
年
に
か
け
て
務
め
た
徐�省
は
同
三
三
年
一
一
月
に
、
明
側
の
中
江
周
辺
の
各
衙
門
差
官
、
把

江
委
官
、
収
税
差
官
が
撤
退
し
て
お
ら
ず
、
も
し
朝
鮮
が
商
人
を
追
い
払
え
ば
売
買
人
が
怪
し
む
だ
け
で
な
く
、
把
江
委
官
や
鎮
江
城

遊
撃
が
怒
る
で
あ
ろ
う
と
し
、
一
時
に
売
買
を
厳
禁
す
る
こ
と
が
不
安
で
あ
る
た
め
、
明
の
水
兵
が
撤
兵
す
る
の
を
待
っ
て
遼
東
都
司
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と
撫
安
衙
門
に

(

中
江
開
市
の
廃
止
を)

移
咨
し
、
申
し
立
て
の
許
可

(

詳
允)

を
待
っ
て
か
ら
廃
止
す
べ
き
と
し
た
。
徐�省
は
続
け
て
、

鴨
緑
江
の
義
州
か
ら
理
山
の
対
岸
に
は
唐
人
が
集
住
し
て
八
、
九
月
に
密
航
し
て
違
法
に
売
買
を
行
う
た
め
、
ま
ず
水
上
潜
商
を
厳
禁

す
べ
き
で
あ
る
と
し
た

(�)
。
さ
ら
に
徐�省
は
宣
祖
三
四
年
一
一
月
の
朝
講
に
お
い
て
、
明
の
宮
廷
か
ら
遼
東
に
派
遣
さ
れ
た
高
淮

(

宦
官
、

詳
細
は
次
章
で
言
及)

が
中
江
開
市
に
関
し
、
朝
鮮
が
先
に
開
市
を
求
め
た
の
に
、
状
況
が
落
ち
着
く
と
反
対
に
禁
止
を
す
る
こ
と
が
残

念
で
あ
る
、
と
述
べ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、
前
年
一
〇
月
に
述
べ
た
の
と
同
じ
く
鴨
緑
江
対
岸
の
唐
人
に
よ
る
違
法
な
越
境
と
人

蔘
売
買
が
憂
う
べ
き
事
態
で
あ
る
と
し
、
厳
し
く
禁
止
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た

(�)

。
つ
ま
り
徐�省
は
、
中
江
開
市
廃
止
を

遼
東
の
高
淮
が
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
一
方
で
、
国
境
管
理
を
厳
格
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
。

た
だ
朝
鮮
政
府
は
徐�省
に
よ
る
国
境
管
理
厳
格
化
の
考
え
に
対
し
、
遅
く
と
も
宣
祖
三
五
年
二
月
ま
で
に
中
江
開
市
復
設
を
承
認
し
、

同
時
に
政
府
は
開
市
か
ら
収
税
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
た

(�)
。
そ
れ
以
降
も
中
江
開
市
を
め
ぐ
る
問
題
は
続
き
、
宣
祖
三
六
年
に
明
の
遼

東
鎮
江
等
処
地
方
副
総
兵
都
指
揮
使
が
朝
鮮
国
王
に
対
し
て
中
江
に
商
人
が
集
ま
る
よ
う
求
め
た
こ
と
が
あ
っ
た

(�)

。
ま
た
朝
鮮
側
で
は

中
江
開
市
に
よ
っ
て
米
穀
が
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

(�)
。

宣
祖
三
九

(

一
六
〇
六)

年
二
月
に
は
高
淮
が
遼
東
税
監
を
解
任
さ
れ
た
と
の
情
報
を
受
け
、
朝
鮮
は
中
江
開
市
を
放
置
す
れ
ば
密

輸
が
拡
大
す
る
と
し
て
、
明
の
分
守
遼
海
東
寧
道
兼
理
辺
屯
田
山
西
布
政
司
右
布
政
使

(

以
下
、
分
守
遼
海
東
寧
道)

、
遼
東
都
指
揮
使

司
、
遼
東
鎮
江
等
処
地
方
遊
撃
将
軍
都
指
揮
使
に
中
江
開
市
の
廃
止
要
請
を
行
っ
た

(�)
。
分
守
遼
海
東
寧
道
は
そ
れ
に
対
し
、
中
江
開
市

か
ら
毎
年
税
銀
一
五
五
四
両
の
収
入
が
あ
る
こ
と
か
ら
廃
止
は
軽
議
し
が
た
い
と
返
事
し
た
が

(�)
、
朝
鮮
は
分
守
遼
海
東
寧
道
に
対
し
、

皇
帝
の
命
令
に
背
い
て
関
津
を
勝
手
に
設
け
る
こ
と
は
不
可
能
な
は
ず
で
あ
り
、
中
江
開
市
を
廃
止
し
て
ほ
し
い
と
再
度
要
請
し
た

(�)

。
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し
か
し
朝
鮮
の
廃
止
要
請
は
こ
の
年
に
は
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
年
十
月
に
分
守
遼
海
東
寧
道
は
朝
鮮
国
王
に
対
し
、
税
監

(

高
淮)

が
実
際
に
は
解
任
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中
江
を
廃
止
す
る
と
税
銀
収
入
を
補�
し
が
た
い
こ
と
か
ら
、
中
江
開
市
廃
止
の
聖
旨
が
あ
る
ま

で
従
来
通
り
中
江
で
課
税
し
た
い
と
申
し
出
た
と
こ
ろ

(�)
、
朝
鮮
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
中
江
で
従
来
通
り
課
税
す
る
こ
と
を
認
め
た

(�)

。

そ
の
後
朝
鮮
政
府
内
で
は
義
州
の
人
と
明
人
が
往
来
し
続
け
れ
ば
問
題
が
起
き
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

(�)

や
、
朝
鮮
商
人
が
重
い
債
務
を
負
っ

た
り
国
家
機
密
が
流
出
し
た
り
す
る
こ
と

(�)
に
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
た
。

光
海
君
四

(

一
六
一
二)
年
に
朝
鮮
側
か
ら
再
び
廃
止
要
請
が
出
さ
れ
る
と
光
海
君
五

(

一
六
一
三)

年
正
月
に
明
側
も
そ
れ
を
承
認

し
、
中
江
開
市
は
完
全
に
廃
止
さ
れ
た

(�)
。
光
海
君
九
年
に
遼
東
の
丘
坦
が
中
江
開
市
再
開
を
求
め
た

(�)

も
の
の
、
中
江
開
市
は
仁
祖
六

(

一
六
二
八)

年
に
後
金
に
よ
っ
て
再
開
さ
せ
ら
れ
る

(�)
ま
で
開
か
れ
な
か
っ
た
。

一
・
三

明
か
ら
の
勅
使

朝
明
間
の
貿
易
は
朝
鮮
に
来
訪
す
る
明
か
ら
の
勅
使
に
よ
っ
て
も
担
わ
れ
た
。
一
七
世
紀
初
頭
の
勅
使
に
よ
る
貿
易
活
動
に
つ
い
て

は
未
詳
な
点
が
多
い
が
、
朝
鮮
政
府
は
勅
使
に
礼
物
を
贈
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
光
海
君
即
位

(

一
六
〇
八)

年
六
月
の
戸
曹
の
報

告
に
よ
る
と
、
朝
鮮
政
府
は
明
の
使
節
を
接
待
す
る
た
め
に
銀
と
人
蔘
を
調
達
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
戸
曹
に
は
充
分
な
蓄
え
が
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
分
戸
曹

(

戸
曹
か
ら
分
離
し
て
設
置
さ
れ
た
臨
時
の
官
庁)

や
王
族
、
官
僚
、
三
医
司

(

内
医
院
、
典
医
監
、
恵
民
署)

、

坊
民

(

漢
城
府
の
住
民)

か
ら
銀
を
調
達
す
る
こ
と
が
図
ら
れ
た

(�)
。

一
方
で
明
の
勅
使
も
貿
易
活
動
に
よ
っ
て
朝
鮮
側
か
ら
銀
を
調
達
し
て
い
た
。
己
酉

(

一
六
〇
九)

年
正
月
の
迎
接
都
監
の
公
文
の
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内
容
に
よ
る
と
、
明
の
勅
使
は
絹
布
な
ど
の
商
品
を
朝
鮮
に
売
り
つ
け
た
の
に
対
し
、
朝
鮮
側
は
代
価
を
銀
と
す
る
よ
う
に
決
め
、
東

�
か
ら
調
達
し
た
日
本
銀
が
明
の
勅
使
に
渡
る
よ
う
企
図
さ
れ
た

(�)

。
な
お
勅
使
な
ど
明
の
使
節
に
よ
る
貿
易
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿

に
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
七
世
紀
初
頭
の
朝
明
間
で
は
、
従
来
の
燕
行
使
・
勅
使
を
介
し
た
貿
易
に
、
新
た
に
中
江
開
市
を
加
え

た
三
経
路
を
通
じ
て
貿
易
が
行
わ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
朝
鮮
は
新
た
に
始
ま
っ
た
中
江
開
市
に
対
し
て
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、

一
六
一
三
年
に
は
中
江
開
市
は
廃
止
さ
れ
た
。

二

中
江
開
市
の
継
続
要
因

朝
鮮
側
が
三
回
も
廃
止
を
要
請
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
中
江
開
市
が
一
六
一
三
年
ま
で
続
い
た
の
に
は
ど
の
よ
う
な
要
因
が
あ
っ
た

の
か
。
こ
こ
で
は
、
明
と
朝
鮮
そ
れ
ぞ
れ
の
側
か
ら
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
。

二
・
一

明
側
の
要
因
①：

宦
官
高
淮
の
活
動

明
は
万
暦
二
七

(

一
五
九
九)

年
三
月
、｢

開
礦
徴
税｣

(

鉱
山
開
発
と
流
通
税
徴
収)

の
た
め
宦
官
高
淮
を
遼
東
に
派
遣
し
た

(�)

。
明
の
軍

官
で
あ
っ
た
閻
大
経
が
高
淮
の
派
遣
を
要
請
し
た
上
奏
文

(

同
年
同
月
、
朝
鮮
の
使
節
団
の
一
員
で
あ
っ
た
黄
汝
一

(�)
が
北
京
で
得
た
も
の)

に

は
、
派
遣
理
由
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

(

引
用
史
料
中
の
傍
線
と

[
]

内
の
註
記
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ)

。

遼
東
は
東
の
辺
地
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
南
は
京
畿
の
東
側
に
近
接
し
た
地
域
で
あ
り
、
ま
た
朝
鮮
の
朝
貢
路
で
も
あ
り
ま
す
。
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山
は
銀
を
産
し
、
平
地
は
人
蔘
・
貂
鼠
狐
の
毛
皮
・
優
れ
た
馬
を
産
し
ま
す
。
朝
鮮
八
道
に
至
っ
て
は
、
土
地
は
肥
沃
で
、
金
銀

の
鉱
山
は
高
品
位
の
も
の
を
採
掘
し
精
錬
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
獺
皮
・
弓
矢
・
蚕
繭
・
紙
札
な
ど
の
土
産
品
は
多
様
で
す
。
優
れ

た
も
の
を
選
ん
で
随
時
進
上
さ
せ
ま
し
ょ
う
。(

中
略)

尚
膳
監
右
監
高
準マ
マ

を
派
遣
し
、
監
督
に
出
向
か
せ
、
土
地
に
利
を
残
さ

せ
な
い
よ
う
に
と
お
願
い
い
た
し
ま
す
云
々

(�)
。

傍
線
部
に
よ
る
と
閻
大
経
は
遼
東
と
朝
鮮
の
産
物
に
注
目
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
明
は
寧
夏
・
朝
鮮
・
播
州
で
の
戦
乱
や
、
火
災
に

見
舞
わ
れ
た
北
京
の
宮
殿

(
乾
清
・
坤
寧
の
両
宮
、
皇
極
・
建
極
・
中
極
の
三
殿)

再
建
に
起
因
す
る
財
政
難
に
直
面
し
て
い
た
。
そ
こ
で

収
入
増
の
た
め
に
万
暦
二
四

(
一
五
九
六)

年
か
ら
宦
官
が
礦
税
官
と
し
て
各
地
に
派
遣
さ
れ
た

(�)

。
こ
こ
で
の
税
と
は
商
人
の
営
業
利

益
に
課
税
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

(�)
。
万
暦
以
前

(

一
五
七
二
年
以
前)

の
制
度
で
は
商
税
の
徴
収
率
が
低
か
っ
た
た
め
、
宦
官
が
商
税
の
徴

収
を
強
化
す
る
こ
と
で
税
額
の
増
収
が
図
ら
れ
た

(�)
。

遼
東
に
派
遣
さ
れ
た
高
淮
は
礦
税
官
と
し
て
獲
得
し
た
金
銀
や
馬
、
人
蔘
な
ど
を
明
皇
室
に
納
め
た
。
高
淮
は
万
暦
二
七
年
五
月
に

は
さ
っ
そ
く
銀
二
千
両
、
馬
十
七
匹
を
北
京
の
内
庫
に
納
め
、
同
年
七
月
に
も
金
十
六
両
、
銀
百
五
十
両
、
貂
皮
二
十
張
、
人
蔘
七
斤

を
内
庫
に
納
め
た

(�)
。
そ
の
後
高
淮
は
万
暦
二
九
年
一
一
月
に
銀
二
百
両
、
達
馬
二
十
一
匹
、
馬
十
四
匹
を
内
庫
に
納
め

(�)

、
万
暦
三
一
年

六
月
に
は
粒
銀
千
八
百
余
両
、
採
鉱
と
店
税
の
収
入
の
銀
二
万
三
千
両
、
金
六
十
両
、
馬
、
貂
鼠
の
毛
皮
を
宮
廷
に
進
貢
し
た

(�)

。
万
暦

三
四
年
三
月
に
も
人
蔘
百
三
十
五
斤
を
納
め
た

(�)
。

高
淮
は
、
遼
東
総
兵
官
の
馬
林
が
自
身
の
配
下
に
入
ら
な
い
こ
と
を
不
満
と
し
て
馬
林
の
解
任
を
上
奏
し
認
可
さ
れ
た
り
、
高
淮
の

横
暴
を
訴
え
た
巡
撫
の
李
植
を
解
任
に
追
い
込
ん
だ
り
す
る
な
ど

(�)
、
遼
東
で
絶
大
な
権
力
を
保
持
し
た

(�)
。
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明
の
官
僚
、
謝
肇�制
は
、
そ
の
著
作

『

五
雑
組』

の
な
か
で
、
高
淮
ら
が
人
蔘
を
徴
収
し
た
の
で
、
最
高
級
の
人
蔘
は
当
時
北
京
に

入
ら
な
か
っ
た
と
す
る
。

人
蔘
は
産
地
に
あ
っ
て
は
価
格
が
そ
れ
ほ
ど
は
高
く
な
い
。
中
国
人
は
こ
れ
を
流
通
さ
せ
、
山
海
の
関
所
を
こ
え
て
税
を
納
め
る
。

上
の
人
が
求
め
る
こ
と
に
限
り
が
な
く
、
最
近
は
宦
官
の
高
淮
ら
が
命
令
を
出
し
て
徴
収
す
る
の
が
と
も
す
れ
ば
数
百
斤
を
数
え

る
。
故
に
数
年
前
か
ら
高
級
な
も
の
は
絶
え
て
都
に
は
入
ら
ず
、
中
の
上
の
ラ
ン
ク
の
も
の
も

[

同
じ
重
さ
の]

銀
と
同
じ
価
格

で
あ
る

(�)
。

こ
の
史
料
か
ら
、
高
淮
が
人
蔘
の
徴
収
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
高
淮
は
朝
鮮
に
対
し
遼
東
の
諸
衙
門
が
人
蔘
商
人

を
脅
し
て
取
引
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
商
人
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
責
め

(�)
、
人
蔘
商
人
を
集
め
る
よ
う
圧
力
を
加
え
た

(�)

。
ま
た

高
淮
は
朝
鮮
に
対
し
て
燕
行
使
に
よ
る
人
蔘
お
よ
び
銀
の
携
行
の
禁
止
と
、
中
江
で
の
検
査
を
要
求
し
た

(�)

。
高
淮
は
遼
東
を
経
由
す
る

人
蔘
の
一
元
管
理
を
目
論
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
万
暦
三
六

(

一
六
〇
八)

年
六
月
に
高
淮
は
兵
糧
を
横
領
し
た
こ
と

を
理
由
に
解
任
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
た

(�)
。

二
・
二

明
側
の
要
因
②：

中
国
社
会
に
お
け
る
人
蔘
の
需
要

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
中
江
開
市
に
対
す
る
高
淮
の
関
心
は
朝
鮮
産
の
人
蔘
の
輸
入
に
あ
っ
た
。
当
時
の
明
国
内
で
の
人
蔘
流
通
の

動
向
を
見
て
み
る
と
、
一
六
世
紀
ま
で
人
蔘
の
主
産
地
で
あ
っ
た
山
西
省�路
州
で
は
人
蔘
が
収
穫
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
遼

東
人
蔘
が
流
通
す
る
人
蔘
の
大
半
と
な
り
、
朝
鮮
産
人
蔘
も
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(�)
。
謝
肇�制
は
人
蔘
需
要
の
原
因
を
次
の
よ
う
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に
述
べ
る
。

今
深
山
荒
谷
の
民
は
、
草
や
豆
の
葉
を
食
べ
、
薬
物
と
は
何
か
も
知
ら
な
い
の
に
頑
健
で
長
寿
で
あ
り
病
気
に
な
ら
な
い
。
し
か

し
財
産
家
・
有
力
者
の
家
の
子
弟
と
婦
人
は
、
生
活
に
節
制
が
な
く
、
食
事
と
呼
吸
の
調
子
が
悪
い
と
い
つ
も
人
蔘
と
朮

[

キ
ク

科
の
オ
ケ
ラ]
の
効
果
を
頼
ん
で
、
遠
く
ま
で
高
価
な
も
の
を
求
め
る
の
で
あ
る

(�)

。

こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
人
蔘
の
需
要
が
発
生
し
た
背
景
に
は
、
財
産
家
・
有
力
者
が
不
節
制
な
生
活
を
送
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
な
お
、

同
時
期
の
女
真
の
根
拠
地
で
も
人
蔘
が
採
れ
、
女
真
は
人
蔘
を
各
種
毛
皮
と
と
も
に
中
国
に
輸
出
し
、
重
要
な
収
入
源
と
し
て
い
た

(�)

。

つ
ま
り
、
一
六
世
紀
末
〜
一
七
世
紀
初
頭
の
中
国
で
は
山
西
省�路
州
産
人
蔘
の
供
給
が
停
止
し
た
一
方
で
人
蔘
に
対
す
る
需
要
が
あ

り
、
朝
鮮
産
人
蔘
へ
の
需
要
が
喚
起
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

二
・
三

朝
鮮
側
の
要
因：
中
江
か
ら
の
税
収
期
待

朝
鮮
政
府
は
中
江
開
市
に
対
し
て
消
極
的
な
見
解
だ
け
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
朝
鮮
政
府
は
中
江
で
の
商
取
引
か
ら

銀
を
徴
税
で
き
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
宣
祖
三
五

(

一
六
〇
二)

年
三
月
に
予
定
さ
れ
た
明
勅
使
の
訪
問
か
ら
、

勅
使
は
朝
鮮
側
に
銀
を
要
求
し
た
。
し
か
し
勅
使
の
接
待
に
あ
た
る
朝
鮮
政
府
に
は
銀
の
蓄
え
が
不
足
し
て
い
た

(�)

。
そ
こ
で
次
の
史
料

に
見
え
る
よ
う
に
同
年
二
月
、
戸
曹
は
中
江
に
お
け
る
収
税
実
施
を
啓
し
た
。

今
ひ
と
え
に
中
国
の
法
規
に
倣
っ
て
奉
命
の
使
者
を
派
遣
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
と
も
、
特
別
に
文
官
中
の
名
声
と
人
望
・
剛
直

さ
と
明
敏
さ
・
勤
勉
誠
実
な
と
こ
ろ
が
あ
る
人
を
選
ん
で
、
戸
曹
郎
庁
の
称
号
を
つ
け
て
、
義
州
に
送
り
、
そ
の
者
を
久
し
く
留
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め
て
専
管
さ
せ
、
毎
日
の
納
税
は
銀
で
集
め
、
毎
月
数
量
を
記
し
て

[

中
央
に]

上
納
さ
せ
れ
ば
、
こ
の
国
庫
欠
乏
時
に
当
た
っ

て
、
利
益
に
な
る
こ
と
は
必
ず
や
多
い
は
ず
で
す
。
敢
え
て
申
し
あ
げ
ま
す

(�)

。

こ
こ
か
ら
朝
鮮
政
府
に
中
江
で
の
銀
徴
収
に
期
待
す
る
声
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
朝
廷
は
宣
祖
三
六
年
三
月
ま
で
に
は
中

江
で
の
銀
徴
収
を
許
可
し
た

(�)
。
朝
鮮
政
府
は
宣
祖
三
三
年
ご
ろ
ま
で
の
中
江
開
市
廃
止
の
方
針
か
ら
一
転
し
、
国
庫
の
銀
不
足
に
対
処

す
る
た
め
、
宣
祖
三
六
年
ま
で
に
開
市
で
の
銀
徴
収
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
、
中
江
開
市
の
継
続
要
因
に
つ
い
て
明
と
朝
鮮
の
そ
れ
ぞ
れ
の
側
か
ら
検
討
し
た
。
明
側
で
は
、
宮
廷
が
派
遣
し
た
高
淮
が
、

中
江
を
通
じ
た
薬
用
人
蔘
の
確
保
に
注
力
し
た
こ
と
、
そ
の
薬
用
人
蔘
の
需
要
が
中
国
本
土
で
高
ま
っ
た
こ
と
が
中
江
開
市
を
支
え
て

い
た
。
一
方
、
朝
鮮
側
に
は
中
江
で
の
取
引
に
課
税
し
て
銀
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
魅
力
的
で
あ
っ
た
。

三

中
江
開
市
の
問
題
点

中
江
開
市
は
前
述
し
た
よ
う
に
明
・
朝
鮮
双
方
に
と
っ
て
一
定
の
存
在
意
義
を
有
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
光
海
君
五

(

一
六

一
三)

年
に
廃
止
さ
れ
た
。
廃
止
に
至
る
ま
で
、
中
江
開
市
を
め
ぐ
っ
て
明
と
朝
鮮
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
て
い
た
の

か
、
こ
こ
で
検
討
す
る
。

三
・
一

明
側
で
の
貿
易
管
理
と
密
貿
易

中
江
開
市
が
進
行
す
る
な
か
で
密
貿
易
が
行
わ
れ
、
明
・
朝
鮮
双
方
で
問
題
視
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
明
側
は
貿
易
を
管
理
し
て
お
り
、
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中
江
に
徴
税
担
当
官
を
派
遣
し
て
い
た
。
宣
祖
三
四

(

一
六
〇
一)

年
、
朝
鮮
の
朝
廷
で
は
参
賛
官
徐�省
が
、
中
国
兵
が
す
べ
て
撤
収

し
た
の
に
遼
東
の
官
人
が
義
州
に
留
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
官
人
が
市
場
か
ら
の
収
税
を
管
理
し
て
い
る
、
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た

(�)

。

遼
東
都
指
揮
使
司
は
光
海
君
二

(

一
六
一
〇)

年
に
、
中
江
開
市
廃
止
に
反
対
す
る
咨
文
を
朝
鮮
に
送
っ
た
が

(�)

、
そ
の
背
景
と
し
て
、

朝
鮮
で
は
次
の
史
料
の
よ
う
な
解
釈
が
な
さ
れ
た
。

備
辺
司
が
上
奏
し
た
。｢

中
江
で
の
市
を
廃
止
す
る
議
論
の
咨
文
は
、
後
日
処
理
し
が
た
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
よ
う
で
す
。
今
廃

止
す
る
か
ど
う
か
は
、
中
国
に
お
い
て
多
く
の
論
議
が
あ
り
ま
す
。
礼
部
と
遼
東
撫
按
、
鎮
江
遊
撃
府
に
至
る
ま
で
、
み
な
こ
の

市
に
関
係
し
て
お
ら
ず
、
廃
止
を
願
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
力
弁
し
て
廃
止
を
欲
し
な
い
者
は
、
た
だ
交
代
で
派
遣
さ
れ
る

抽
税
委
官
の
連
中
と
、
遼
東
鎮
江
大
商
人
の
若
干
人
の
み
で
す

(�)｣
。

す
な
わ
ち
、
備
辺
司
は
、
礼
部
や
遼
東
巡
按
使
、
鎮
江
遊
撃
府
は
中
江
開
市
の
廃
止
を
願
っ
て
お
り
、
抽
税
官
と
遼
東
鎮
江
の
大
商
人

の
み
が
廃
止
に
反
対
し
て
い
る
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
は
抽
税
委
官
や
商
人
が
開
市
の
廃
止
に
反
対
し
た
理
由
は
明
示
さ
れ

て
い
な
い
。

一
方
、
明
内
部
で
は
遼
東
に
中
江
開
市
を
利
用
し
て
利
益
を
得
る
者
が
い
る
と
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
万
暦
三
七

(

一
六

〇
九)

年
、
当
時
、
遼
東
巡
按
使
で
あ
っ
た
熊
廷
弼
が
中
江
に
関
し
て
、
防
海
副
総
兵
と
鎮
江
遊
撃
が
密
貿
易
に
従
事
し
て
い
る
と
弾

劾
し
た
。
そ
の
弾
劾
に
つ
い
て
の

『

明�
宗
實�』
の
記
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

遼
東
巡
按
使
の
熊
廷
弼
が
弾
劾
の
上
奏
を
し
た
。｢

防
海
副
総
兵
の
呉
有
孚
と
、
鎮
江
遊
撃
の
呉
宗
道
は
水
兵
を
使
役
し
て
、
海

上
で
盛
ん
に
商
売
を
し
て
お
り
、
つ
ね
に
貨
物
を
積
載
し
て
中
江
に
輸
出
し
、
商
民
か
ら
収
奪
し
て
い
ま
す
。
甚
だ
し
き
は
朝
鮮
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の
服
に
着
替
え
て
、
属
国

[

朝
鮮]

に
潜
入
し
貂
皮
と
人
蔘
を
強
奪
し
ま
す
。
そ
の
元
手
は
有
孚
か
ら
出
、
宗
道
が
そ
れ
を
行
っ

て
い
ま
す

(�)｣
。

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
防
海
副
総
兵
の
呉
有
孚
が
出
資
し
、
鎮
江
遊
撃
の
呉
宗
道
が
直
接
関
わ
る
形
に
よ
り
中
江
周
辺
で
密
貿
易
を
行
っ

て
い
る
の
だ
と
い
う
。
一
六
一
〇
年
の
朝
鮮
備
辺
司
の
認
識
で
は
鎮
江
遊
撃
は
中
江
開
市
廃
止
を
願
っ
て
い
る
と
あ
る
が
、
一
六
〇
九

年
の
熊
廷
弼
の
認
識
で
は
鎮
江
遊
撃
が
開
市
か
ら
利
益
を
得
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
矛
盾
す
る
。
た
だ
遼
東
巡
按
使
が
中
江
開
市
に
否

定
的
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
は
共
通
す
る
。
こ
の
違
い
は
朝
鮮
備
辺
司
の
入
手
し
た
情
報
の
精
度
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め
と
推

測
さ
れ
る
。
遼
東
に
、
中
江
開
市
に
関
係
し
て
利
益
を
得
る
者
が
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

さ
て
、
こ
れ
だ
け
で
は
密
貿
易
さ
れ
た
物
品
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
朝
鮮
側
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
中
江
で
は
人
蔘
だ
け
で
な
く
、

火
薬
も
取
引
さ
れ
た
。
次
の
史
料
は
火
薬
の
密
輸
に
つ
い
て
述
べ
る
。

平
安
道
観
察
使
の
朴
東
亮
が
上
奏
し
た
。｢
臣
は
こ
の
ご
ろ
、
都
や
地
方
の
人
が
、
義
州
の
中
江
で
多
く
火
薬
を
取
引
し
て
い
る

の
を
見
ま
し
た
。
そ
の
価
格
は
高
騰
し
て
い
な
い
と
い
い
ま
す
。
臣
が
詔
使
を
出
迎
え
る
た
め
に
義
州
に
到
達
し
、
そ
の
詳
報
を

得
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
唐
人
の
火
薬
の
売
人
と
い
う
の
は
、
無
頼
な
連
中
で
す
。
遼
陽
か
ら
鎮
江
ま
で
、
そ
の
間
の
許
多
の
鎮

堡
に
あ
る
政
府
の
火
薬
が
ひ
そ
か
に
盗
み
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
量
は
五
六
百
斤
と
も
千
余
斤
と
も
い
い
ま
す
。
本
国
の
売
買
人

は
、
夜
間
に
ひ
そ
か
に
買
っ
て
い
ま
す
。(

後
略

(�))｣
。

傍
線
部
に
よ
る
と
、
遼
陽
か
ら
鎮
江
に
か
け
て
の
鎮
堡
の
火
薬
が
盗
難
に
遭
っ
て
、
そ
れ
が
朝
鮮
側
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

そ
し
て
そ
の
取
引
拠
点
と
な
っ
て
い
た
の
が
中
江
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
翌
年
に
は
義
州
か
ら
鎮
江
に
侵
入
し
て
火
薬
を
盗
ん
だ
一
団
が
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朝
鮮
側
で
逮
捕
さ
れ
、
鎮
江
に
送
ら
れ
て
絞
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た

(�)

。

こ
の
よ
う
に
、
明
側
で
は
、
中
江
開
市
に
つ
い
て
官
に
よ
る
密
貿
易
、
火
薬
貿
易
の
隆
盛
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
明
中
央
で
密
貿

易
を
批
判
す
る
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
明
中
央
は
中
江
開
市
を
肯
定
的
に
は
捉
え
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
・
二

朝
鮮
側
で
の
不
平
等
契
約
と
情
報
漏
洩
、
密
貿
易

次
に
朝
鮮
側
が
継
続
し
て
中
江
開
市
の
廃
止
を
要
請
し
た
原
因
を
分
析
す
る
。
光
海
君
即
位

(

一
六
〇
八)

年
の
次
の
史
料
に
は
朝

鮮
側
か
ら
み
た
中
江
開
市
の
問
題
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

謝
恩
使
の
柳
澗
が
復
命
し
て
上
奏
し
た
。｢

(

中
略)

、
中
江
開
市
の
事
に
つ
い
て
は
、
後
日
処
置
し
が
た
い
弊
害
は
、
と
て
も
言

葉
に
し
き
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
ま
ず
現
在
の
弊
害
に
つ
い
て
言
え
ば
、
わ
が
国
の
利
益
を
貪
る
輩
が
、
密
か
に
江
を

越
え
、
唐
人
と
把
蔘
を
交
換
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
、
代
価
は
銀
と
し
、
契
約
状
を
作
成
し
ま
す
。
先
ず
そ
の
代
価
を
受
け
ま
す

が
、
把
蔘
を
引
き
渡
す
日
に
な
る
と
、
唐
人
は
品
質
の
優
劣
を
分
け
ず
、
た
だ
契
約
数
の
中
の
過
半
し
か
受
け
ず
、
そ
れ
以
上
は

わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
受
け
取
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
わ
が
国
の
人
が
、
良
品
を
選
ん
だ
と
し
て
も
、
好
く
な
い
と
い
い
、
最
後
ま
で

そ
れ
を
受
領
し
ま
せ
ん
。
歳
月
が
た
ち
、
そ
の
契
約
状
を
改
定
し
て
も
、
常
に
そ
の
半
分
は
残
り
、
そ
の
利
息
を
と
り
ま
す
。
力

を
尽
く
し
て
そ
れ
を
償
還
し
ま
す
が
、
そ
の
元
本
は
長
く
残
り
ま
す
。
委
官
の
指
令
書
を
発
行
し
て
も
ら
い
極
め
て
惨
酷
な
督
促

を
行
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
わ
が
国
の
人
は
、
破
産
し
な
い
者
が
い
ま
せ
ん

(�)
。

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
朝
鮮
の
商
人
が
把
蔘

(

乾
燥
さ
せ
た
人
蔘

(�))
取
引
に
際
し
て
先
に
銀
を
受
領
し
て
契
約
書
を
作
成
す
る
が
、
明
人
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は
人
蔘
の
半
分
の
受
領
を
拒
否
し
て
そ
の
分
に
対
す
る
利
息
を
取
り
立
て
る
手
法
を
用
い
、
惨
酷
で
あ
る
と
柳
澗
は
問
題
視
し
て
い
た
。

さ
ら
に
柳
澗
は
、
機
密
漏
洩
と
い
う
観
点
か
ら
も
中
江
開
市
を
批
判
し
た
。

た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
を
貪
る
者
は
、
唐
人
と
親
し
く
な
っ
て
、
わ
が
国
の
機
密
事
項
を
随
時
漏
洩
さ
せ
て
い
ま

す
。
今
は
庶
人�
の
こ
と

[

宣
祖
の
長
子
の
臨
海
君]

も
、
臣
の
一
行
が
渡
江
す
る
前
か
ら
、
で
た
ら
め
に
言
い
ふ
ら
し
、
す
で
に

唐
人
の
口
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
今
に
な
っ
て
思
い
出
し
て
も
、
慄
然
と
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
臣
の
こ
の
言
を
も
っ
て
、
大

臣
に
下
し
、
事
の
是
非
を
熟
議
さ
せ
、
進
貢

[

燕
行
使]

の
外
に
は
、
他
に
相
通
じ
る
経
路
を
な
く
せ
ば
、
国
境
は
整
然
と
し
、

処
理
し
が
た
い
弊
害
は
特
に
な
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う

(�)
。

こ
の
史
料
か
ら
、
開
市
を
通
じ
て
機
密
の
情
報
が
国
外
に
拡
散
す
る
こ
と
に
関
し
、
国
境
情
勢
を
観
察
し
た
朝
鮮
官
僚
が
危
惧
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る

(�)
。
臨
海
君
は
王
位
を
狙
っ
て
い
る
と
い
う
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
光
海
君
即
位

(

一
六
〇
八
年)

直
後
の
二
月
に
逮
捕

さ
れ
て
流
配
さ
れ
、
翌
年
に
殺
害
さ
れ
た

(�)
。
柳
澗
は
機
密
情
報
漏
洩
防
止
の
た
め
に
、
燕
行
使
に
貿
易
を
一
本
化
す
る
こ
と
も
望
ん
で

い
た
。

さ
ら
に
実
際
の
廃
止
直
前
、
朝
鮮
が
明
に
対
し
て
中
江
開
市
の
廃
止
を
願
っ
た
理
由
に
は
対
日
密
貿
易
の
拡
大
防
止
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
。
次
の
史
料
は
万
暦
四
〇

(

一
六
一
二)

年
七
月
に
朝
鮮
国
王
が
明
の
礼
部
に
宛
て
た
中
江
開
市
廃
止
依
頼
の
咨
文
の
一
部
で

あ
る
。高

太
監

[

高
淮]

が

[

遼
東
か
ら
北
京
に]

戻
さ
れ
た
後
、
各
地
の
店
税
は
尽
く
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
中
江
の
市
だ
け
が
存

続
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
近
年
対
馬
の
日
本
人
が
中
国
商
品
に
利
益
を
見
出
し
て
お
り
、
密
貿
易
の
弊
害
が
蔓
延
す
る
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こ
と
は
日
々
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。
禍
の
兆
候
を
閉
ざ
し
悪
事
を
防
ぐ
方
法
は
、
た
だ
速
や
か
に
関
市
を
廃
止
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す

(�)
。

こ
れ
に
よ
る
と
対
馬
の
日
本
人
が
中
国
商
品
に
利
益
を
見
出
す
の
で
、
日
本
向
け
の
密
貿
易
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
中
江
開
市
を
廃

止
す
る
の
が
よ
い
、
と
い
う
。
中
江
経
由
の
貿
易
ル
ー
ト
は
日
本
に
接
続
す
る
の
で
早
め
に
そ
れ
を
閉
鎖
す
る
こ
と
が
望
ま
し
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
中
江
開
市
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
明
側
で
は
中
江
開
市
に
便
乗
し
た
密
輸
が
行
わ
れ
て
い
た
。
朝
鮮
か
ら
み
る
と

中
江
開
市
で
朝
鮮
商
人
が
不
利
な
条
件
の
も
と
負
債
を
負
っ
た
り
、
朝
鮮
の
機
密
情
報
が
漏
洩
し
た
り
す
る
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。

一
六
一
三
年
の
廃
止
直
前
に
は
対
馬
経
由
の
対
日
貿
易
が
再
開
し
た
こ
と
を
受
け
、
日
本
向
け
の
密
貿
易
を
防
止
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
っ
た
。

四

燕
行
使
貿
易
を
め
ぐ
る
明
・
朝
鮮
間
の
摩
擦

中
江
開
市
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
燕
行
使
貿
易
に
つ
い
て
も
、
明
と
朝
鮮
の
双
方
か
ら
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ

て
い
た
。
た
だ
中
江
開
市
が
廃
止
さ
れ
て
も
燕
行
使
貿
易
は
継
続
し
た
。
こ
こ
で
は
双
方
か
ら
み
た
燕
行
使
貿
易
の
問
題
点
を
考
察
す

る
。
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四
・
一

明
か
ら
み
た
燕
行
使
貿
易
の
問
題
点

明
、
特
に
遼
東
で
は
燕
行
使
貿
易
に
つ
い
て
、
中
江
開
市
で
の
取
引
が
閑
散
と
す
る
一
方
で
、
商
品
を
朝
鮮
の
燕
行
使
が
朝
貢
品
と

し
て
明
国
内
へ
持
ち
込
む
点
を
問
題
視
し
た
。
前
述
の
高
准
は
宣
祖
三
六

(

一
六
〇
三)

年
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
中
江
関
市
を
実
見
し
た
が
、
人
蔘
は
全
く
存
在
し
な
い
。
商
人
段
四
・
沈
可
等
の
話
に
よ
れ
ば
、
進
貢
陪
臣
と
、
随
従
す
る
員

役
が

[

人
蔘
を]
携
行
し
て

[

鴨
緑]

江
を
過
ぎ
、
そ
の
こ
と
で
人
蔘
が
稀
少
に
な
る
と
い
う
。
進
上
す
る
人
蔘
を
見
れ
ば
、
半
分

は
中
江
で
補
充
す
る
こ
と
に
頼
っ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
貴
国
の
進
貢
使
節
が
携
行
す
る
も
の
は
、
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

(�)

。

高
淮
は
中
江
に
人
蔘
が
集
ま
ら
な
い
原
因
と
し
て
朝
鮮
の
使
節
が
免
税
品
と
し
て
人
蔘
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
明
側
と
し
て

は
、
人
蔘
が
中
江
開
市
を
経
由
し
な
い
こ
と
に
不
満
で
あ
っ
た
。

朝
鮮
か
ら
の
朝
貢
使
節
に
対
し
、
明
が
課
税
を
免
除
し
て
い
た
こ
と
は
光
海
君
二

(

一
六
一
〇)

年
の
次
の
史
料
か
ら
う
か
が
え
る
。

遼
東
指
揮
使
司
が
派
遣
し
た�
天
澤
が
、
咨
文
を
持
参
し
て
き
た
。
こ
れ
よ
り
先
に
本
国
は
、
中
江
関
市
を
廃
止
す
る
こ
と
を
請

う
た
が
、
市
を
担
当
す
る
委
官
が
、
そ
の
税
に
利
益
を
得
て
廃
止
を
望
ま
ず
、
指
揮
使
司
に
文
を
呈
し
た
の
で
あ
っ
た
。
指
揮
が

移
咨
し
て
そ
の
是
非
を
問
う
た
内
容
を
略
記
す
れ
ば
、｢(

中
略)

商
品
が
あ
れ
ば
税
が
あ
り
、[

明]

内
地
は
な
お
免
れ
な
い
の
に
、

ま
し
て
外
地
の
異
民
族
は
免
れ
ら
れ
る
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。
そ
の
意
を
忖
度
す
れ
ば
、
彼
は
朝
貢
の
道
中
に
お
い
て
、
商
品
を
売
っ

て
厚
利
を
得
て
お
り
、
進
貢
す
る
者
が
一
あ
れ
ば
、
名
を
借
り
る
も
の
が
十
い
る
。
進
貢
す
る
も
の
が
十
い
れ
ば
、
名
を
借
る
も

の
が
数
十
い
る
の
で
あ
る
。
駅
路
で
勝
手
に
貿
易
す
る
の
は
、
一
つ
に
は
免
税
だ
か
ら
で
あ
り
、
一
つ
に
は
利
益
を
得
る
た
め
で

あ
る｣

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。(

後
略

(�))
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遼
東
都
指
揮
使
司
の
認
識
は
、
傍
線
部
に
よ
る
と
明
で
は
明
商
人
が
課
税
さ
れ
る
の
に
対
し
、
朝
貢
使
節
は
免
税
扱
い
さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
使
節
の
中
に
免
税
の
特
典
を
享
受
し
て
貿
易
を
行
う
者
が
い
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
朝
鮮
の
備
辺
司
は
次

の
よ
う
に
答
え
た
。

(

前
略)
朝
貢
使
節
の
こ
と
に
至
れ
ば
、
密
輸
と
い
う
こ
と
を
す
る
に
至
ら
な
い
の
で
、
赴
京
使
の
一
行
ご
と
に
、
必
ず
食
糧
と

旅
費
を
も
ち
、
そ
し
て
そ
の
他
に

[

官
庁
の]

公
貿
易
の
物
品
の
数
目
も
ま
た
多
い
で
す
。
も
し
遼
東
に
お
い
て
点
検
し
て
課
税

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
一
行
は
そ
の
過
酷
な
収
奪
に
遭
っ
て
、
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
の
間
の
困
窮
は
言
い
尽
く
せ

ま
せ
ん

(�)
。

備
辺
司
は
万
一
使
節
に
課
税
さ
れ
れ
ば
問
題
で
あ
る
と
答
え
た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
傍
線
部
の

｢

も
し
遼
東
に
お
い
て
点
検
し
て
課
税

す
る
こ
と
に
な
れ
ば｣

(

若
於
遼
東
査
點
抽
税)

の
箇
所
で
あ
る
。
課
税
さ
れ
る
こ
と
は
仮
定
の
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
時
点
で
は

課
税
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。

こ
の
時
期
、
明
で
は
全
国
の
地
方
衙
門
が
流
通
税
を
徴
収
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
全
国
の
交
通
の
結
節
点

(

最
終
的
に
は
北
京
の
崇

文
門)

に
船
鈔

(

国
内
関
税
、
船
だ
け
に
限
定
さ
れ
な
い)

徴
収
の
た
め
の
税
関
が
お
か
れ
た
ほ
か
、
遼
東
で
も
商
税

(

税
関
で
貨
物
を
実
見

し
て
そ
こ
か
ら
抽
分
す
る)

徴
収
の
た
め
、
広
寧
と
山
海
関
に
税
関
が
一
五
五
〇
年
ご
ろ
ま
で
に
設
置
さ
れ
た

(�)
。
つ
ま
り
、
明
国
内
に
国

内
関
税
の
徴
収
拠
点
が
多
数
設
け
ら
れ
て
い
た
の
に
、
朝
鮮
使
節
は
関
税
の
徴
収
を
免
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
・
二

朝
鮮
か
ら
み
た
燕
行
使
貿
易
の
問
題
点
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こ
の
時
期
、
朝
鮮
側
で
も
燕
行
使
貿
易
の
問
題
点
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。
燕
行
使
貿
易
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
旅
費
や
貿
易
の
代

価
と
し
て
用
い
ら
れ
た
銀
で
あ
っ
た
。
宣
祖
三
三

(

一
六
〇
〇)

年
に
燕
行
使
が
銀
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

(�)

、
そ
の
後
も
燕

行
使
は
銀
を
携
行
し
た
。
光
海
君
二

(

一
六
一
〇)

年
に
は
朝
鮮
朝
廷
に
お
い
て
、
銀
の
使
用
が
本
来
禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
燕
行
使
が
銀
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
糾
弾
さ
れ
た

(�)
。
そ
れ
は
朝
鮮
が
自
国
で
は
銀
を
産
出
し
な
い
こ
と
を
名
分
に
明
か
ら
銀
の
献

上
を
免
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
禁
銀
法
規
を
施
行
し
て
い
た

(�)
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
明
の
勅
使
に
対
し
て
日
本
銀
提
供
が
企
図
さ

れ
た

(�)
こ
と
を
考
え
る
と
、
燕
行
使
の
場
合
も
財
源
は
日
本
銀
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

朝
鮮
国
内
で
の
銀
流
通
に
関
し
て
は
、
光
海
君
五

(

一
六
一
三)

年
に
左
辺
捕
盗
大
将
韓
希
吉
が
、
鳥
嶺
の
途
中
で
賊
が
行
商
を
強

盗
し
て
殺
し
、
銀
子
数
百
両
を
奪
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
強
盗
殺
人
事
件
を
報
告
し
た
こ
と
が
あ
っ
た

(�)

。
鳥
嶺
は
慶
尚
道
聞
慶
と
忠
清

道
延
豊
の
境
界
に
位
置
す
る
峠
で
あ
り
(�)
、
都
と
慶
尚
道
南
部
を
結
ぶ
街
道
の
途
中
に
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
で
商
人
の
銀
を
強
盗
す
る
事

件
が
発
生
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
銀
商
は
東�
の
商
人
で
あ
っ
た

(�)
。
商
人
に
よ
っ
て
日
本
銀
が
東�
か
ら
首
都
に
流
れ
る
経
路
が
そ

れ
ま
で
に
開
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
燕
行
使
に
よ
る
銀
携
行
は
明
の
遼
東
都
指
揮
使
司
が
関
知
し
て
い
た
こ
と
が
次
の
光
海
君
八

(

一
六
一
六)

年
の
史
料

か
ら
う
か
が
え
る
。

と
こ
ろ
が
使
臣
で
あ
る
者
が
、
人
情
に
と
ら
わ
れ
て
、
専
ら
委
託
を
受
け
、
①
市
井
の
無
頼
人
に
禁
断
の
物
品
を
濫
載
さ
せ
る
こ

と
を
願
っ
て
、
弊
害
を
生
む
こ
と
に
限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
②
遼
東
都
指
揮
使
司
は
使
行
の
た
び
に
妨
害
し
て
、
銀

両
を
求
索
す
る
こ
と
も
限
り
が
あ
り
ま
せ
ん

(�)
。
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傍
線
部
①
に
あ
る
よ
う
に
、
燕
行
使
は
商
人
を
帯
同
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
傍
線
部
②
の
よ
う
に
、
遼
東
都
指
揮
使
司

が
燕
行
使
に
銀
を
請
求
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
燕
行
使
貿
易
が
免
税
で
あ
る
こ
と
に
対
し
遼
東
側

は
光
海
君
二

(

一
六
一
〇)

年
に
不
満
を
表
明
し
て
い
た
が
、
光
海
君
八

(

一
六
一
六)

年
の
こ
の
史
料
か
ら
は
遼
東
都
指
揮
使
司
が
燕

行
使
か
ら
銀
を
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
こ
の
時
す
で
に
中
江
開
市
は
廃
止
さ
れ
て
い
た
。
燕
行
使
か
ら
の
銀
徴
収
は
、

そ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
税
収
減
を
補�
す
る
措
置
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
朝
鮮
の
燕
行
使
が
物
資
を
購
入
す
る
代
価
と
し
て
銀

を
明
に
持
ち
込
ん
だ
こ
と
に
対
し
、
遼
東
も
そ
こ
か
ら
利
益
を
得
て
現
状
を
追
認
す
る
方
針
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
燕
行

使
の
行
程
中
で
遼
東
か
ら
銀
を
請
求
さ
れ
て
も
、
燕
行
使
が
貿
易
を
中
止
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

以
上
、
燕
行
使
貿
易
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
光
海
君
二

(

一
六
一
〇)

年
ご
ろ
ま
で
は
、
遼
東
に
と
っ
て
朝
鮮
の
燕

行
使
の
貨
物
が
免
税
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。
一
方
朝
鮮
で
は
燕
行
使
に
よ
る
銀
の
携
行
を
問
題
視
す
る
議
論
が
あ
っ
た

も
の
の
、
燕
行
使
に
よ
る
銀
携
行
は
継
続
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
江
開
市
が
廃
止
さ
れ
た
後
の
光
海
君
八

(

一
六
一
六)

年
ま
で
に

は
遼
東
都
指
揮
使
司
が
燕
行
使
か
ら
銀
の
徴
収
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
遼
東
側
が
問
題
と
し
た
、
燕
行
使
の
貨
物
の
免
税
と
い
う
状

況
は
、
遼
東
で
の
銀
徴
収
に
よ
り
一
定
程
度
解
決
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

お

わ

り

に

本
論
文
で
は
、
朝
鮮
に
と
っ
て
の
中
江
開
市
と
燕
行
使
貿
易
の
違
い
に
つ
い
て
、
壬
辰
・
丁
酉
の
乱
後
に
お
け
る
朝
鮮
の
対
明
貿
易

政
策
の
推
移
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
朝
鮮
と
明
側
の
背
景
を
考
察
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
考
察
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
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た
こ
と
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

壬
辰
・
丁
酉
の
乱
後
、
朝
鮮
に
よ
る
対
明
貿
易
は
中
江
開
市
と
勅
使
、
燕
行
使
の
三
経
路
で
行
わ
れ
た
。
朝
鮮
は
新
た
に
登
場
し
た

中
江
開
市
に
対
し
三
度
も
廃
止
要
請
を
出
す
な
ど
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
。

こ
う
し
た
中
江
開
市
へ
の
消
極
姿
勢
と
、
燕
行
使
貿
易
へ
の
積
極
姿
勢
の
背
景
に
、
朝
鮮
が
新
た
に
は
じ
ま
っ
た
互
市

(

開
市)

に

経
済
的
な
不
利
益
を
感
じ
て
お
り
、
従
来
の
朝
貢
で
は
経
済
的
な
利
益
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
燕
行
使
は
明
か
ら
貨
物
を
免

税
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
開
市
貿
易
は
明
か
ら
貨
物
が
課
税
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
開
市
貿
易
で
は
取
引

形
態
が
朝
鮮
商
人
に
不
利
な
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
の
機
密
情
報
が
流
出
す
る
問
題
も
あ
っ
た
。
朝
鮮
の
対
日
貿
易
が
は
じ
ま
る
と
中
国

物
品
が
朝
鮮
を
経
由
し
て
日
本
に
密
輸
出
さ
れ
る
こ
と
も
朝
鮮
は
懸
念
し
た
。

一
方
、
明
の
な
か
で
も
遼
東
で
税
務
を
担
当
し
た
官
は
中
江
開
市
に
利
点
を
見
出
し
た
。
明
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宦
官
の
高
淮
が

税
監
を
務
め
た
と
き
に
は
、
中
江
開
市
は
人
蔘
の
輸
入
経
路
と
し
て
の
重
要
性
が
あ
り
、
一
六
〇
八
年
の
高
淮
解
任
後
は
、
密
輸
の
流

通
路
と
し
て
一
部
の
遼
東
の
官
の
利
益
源
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
遼
東
側
は
朝
鮮
の
燕
行
使
貿
易
に
は
通
常
、
課
税
す
る
こ
と
が
で
き

ず
不
満
で
あ
っ
た
。

結
局
、
一
六
一
三
年
に
は
朝
鮮
は
明
と
の
互
市
貿
易

(

中
江
開
市)

を
廃
止
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
朝
貢
貿
易
で
あ
る
燕
行
使
貿
易

を
継
続
さ
せ
た
。
遼
東
側
は
こ
れ
に
対
し
て
燕
行
使
か
ら
銀
徴
収
を
行
っ
て
対
応
し
た
。
一
六
世
紀
以
降
に
中
国
周
辺
で
活
発
化
し
た

互
市
貿
易
に
朝
鮮
は
利
益
を
さ
ほ
ど
見
い
だ
さ
な
か
っ
た
。
明
に
よ
っ
て
開
市
が
強
要
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
既
得
権
化

し
て
い
た
朝
貢
貿
易
の
利
益

(

免
税
な
ど)

が
朝
鮮
に
と
っ
て
は
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
岩
井
茂
樹
や
中
島
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楽
章
の
研
究
で
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
互
市
貿
易
で
あ
る
が
、
朝
貢
貿
易
か
ら
利
益
を
得
て
い
た
国
家
に
は
魅
力
が
薄
か
っ
た
可
能
性
が

高
い
。

た
だ
明
が
さ
ら
に
弱
体
化
す
る
一
六
二
〇
年
代
に
入
る
と
、
南
下
し
た
後
金
が
朝
鮮
に
開
市
貿
易
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
新
た
な

開
市
貿
易
に
直
面
し
た
と
き
朝
鮮
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
今
後
は
一
六
二
〇
年
代
以
降
、
清
初
ま
で
の
朝
鮮
側
に
お
け
る
対

北
方
貿
易
政
策
を
解
明
し
た
い
。
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(

１)

朝
鮮
の
対
明
使
節
は
朝
天
使
、
朝
京
使
な
ど
の
用
語
で
記
録
に

現
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
昨
今
の
学
界
で
共
通
用
語
と
な
っ

た
、
燕
京
を
目
指
す
使
節
と
い
う

｢

燕
行
使｣
の
用
語
を
用
い
る
。

(

２)

外
交
的
手
続
き
を
必
要
と
す
る
朝
貢
と
違
っ
て
、
互
市
で
は
辺

境
の
取
引
場
で
外
交
的
手
続
き
を
介
さ
ず
に
外
国
と
中
国
の
商
人
が

商
取
引
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

(

３)

岩
井
茂
樹

｢

一
六
世
紀
中
国
に
お
け
る
交
易
秩
序
の
模
索｣

『

中
国
近
世
社
会
の
秩
序
形
成』

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二

〇
〇
四
年
。
同

｢

帝
国
と
互
市

一
六
〜
一
八
世
紀
東
ア
ジ
ア
の

通
交｣

籠
谷
直
人
・
脇
村
孝
平
編

『

帝
国
と
ア
ジ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

長
期
の
一
九
世
紀』

世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
九
年
。

(

４)

中
島
楽
章

｢

一
六
世
紀
末
の
九
州
―
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

加

藤
清
正
の
対
ル
ソ
ン
貿
易
を
め
ぐ
っ
て｣

『

史
学
雑
誌』

一
一
八
―

八
、
二
〇
〇
九
年
八
月
。
同

｢

封
倭
と
通
貢

一
五
九
四
年
の
寧

波
開
貢
問
題
を
め
ぐ
っ
て｣

『

東
洋
史
研
究』

六
六
―
二
、
二
〇
〇

七
年
九
月
。
同

｢

一
六
世
紀
末
の
福
建
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
―
九
州
貿
易｣

『

史
淵』

一
四
四
、
二
〇
〇
七
年
三
月
。

(

５)

今
村
鞆

『

人
蔘
史』

全
七
巻
、
朝
鮮
総
督
府
専
売
局
、
一
九
三

四
〜
一
九
四
〇
年
。

(

６)

四
方
博

｢

併
合
以
前
朝
鮮
貿
易
の
概
観｣

朝
鮮
貿
易
協
会
編

『

朝
鮮
貿
易
史』

同
会
、
一
九
四
三
年
。

(

７)

全
海
宗

『

韓
中
關
係
史
研
究』

一
潮
閣
、
一
九
七
〇
年
。

(
８)

姜
萬
吉

『

朝
鮮
後
期

商
業
資
本

發�』
高
麗
大
學
校
出

版
部
、
一
九
七
三
年
。

(

９)
呉
星

｢

朝
鮮
後
期

｢

蔘
商｣

一
考
察｣

『

韓
國
學
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報』

五
―
四
、
一
九
七
九
年
一
二
月
。
同

『

朝
鮮
後
期
商
人
研
究』

一
潮
閣
、
一
九
八
九
年
。

(

10)
金
東
哲

『

朝
鮮
後
期
貢
人
研
究』

韓
國
研
究
院
、
一
九
九
三
年
。

同

｢

朝
鮮
後
期

倭
館
開
市
貿
易

被
執
蔘｣

『

韓
國
民
族
文
化』

一
三
、
一
九
九
九
年
九
月
。

(

11)

韓
明
基

『
』

歴
史
批
評
社
、
一
九
九

九
年
。

(

12)

李
賢
淑

｢

一
六
〜
一
七
世
紀
朝
鮮

對
中
國�
出
政
策

關

研
究｣

『

弘�
史
學』
六
、
一
九
九
六
年
二
月
。
同

｢

倭
亂
胡

亂
時
期
朝
鮮

對
中
國�
入
政
策

對

研
究｣

『

白
山
學

報』

六
八
、
二
〇
〇
四
年
四
月
。

(

13)

張
存
武

『

清
韓
宗
藩
貿
易

一
六
三
七
〜
一
八
九
四』

中
央

研
究
院
近
代
史
研
究
所

(

台
北)

、
一
九
七
八
年
。

(

14)

寺
内
威
太
郎

｢

慶
源
開
市
と
琿
春｣

『

東
方
学』
七
〇
、
一
九

八
五
年
七
月
。
同

｢

義
州
中
江
開
市
に
つ
い
て｣

『

駿
台
史
学』

六

六
、
一
九
八
六
年
二
月
。
同

｢

初
期
の
会
寧
開
市

朝
鮮
の
対
応

を
中
心
に｣

『

駿
台
史
学』

一
〇
八
、
一
九
九
九
年
一
二
月
。

(

15)

韓
明
基
、
前
掲
書
、
八
九
〜
九
八
頁
。

(

16)

韓
明
基
、
前
掲
書
、
一
一
六
頁
。

(

17)

た
と
え
ば
韓
明
基
は
、
燕
行
使
が
光
海
君
の
冊
封
や
日
本
情
報

の
報
告
の
た
め
に
活
発
に
朝
明
間
を
往
来
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
が

(

韓
明
基
、
前
掲
書
、
二
一
九
頁)

、
同
時
に
行
わ
れ
た

貿
易
の
状
況
に
つ
い
て
は
研
究
の
な
か
で
触
れ
て
い
な
い
。

(

18)
『

大
明
會
典』

巻
一
〇
五
、
禮
部
六
三
、
朝
貢
一
。
こ
こ
で
い

う

『

大
明
會
典』

は
万
暦
一
五

(

一
五
八
七)

年
刊
本
で
あ
る

(

以

下
同
じ)

。

(

19)
『

大
明
會
典』

巻
一
〇
八
、
禮
部
六
六
、
朝
貢
四
。

(

20)
『

宣�
實�』

巻
一
八
六
、
宣
祖
三
八

(

一
六
〇
五)

年
四
月

己
巳
条
。

(

21)

許
泰
玖

｢

一
七

朝
鮮���
貿
易

火
藥
製�
法

｣
『

韓
國
史
論』

四
七
、
二
〇
〇
二
年
六
月
、
二
一
九
〜
二
二

三
頁
。

(

22)
『

攷
事
撮�』

(

奎
章
閣
叢
書
第
七
、
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
、

一
九
四
一
年)

巻
上
、
大
明
紀
年
、
萬
暦
三
四

(

宣
祖
三
九
、
一
六

〇
六)

年
条
。
こ
の
影
印
本
の
底
本
は
光
海
君
五

(

一
六
一
三)

年

刊
本
と
推
定
さ
れ
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
韓
国
学
研
究
院
に
所
蔵

さ
れ
る
。
以
下

｢

光
海
君
五
年
本｣

と
略
す
。

(

23)

中
江
の
位
置
は
未
詳
な
点
が
多
い
が
、
張
存
武
は
開
市
が
行
わ

れ
た
の
は
、
鴨
緑
江
中
の
黔
同
島
の
北
部
、
蘭
子
島
の
一
帯
と
推
定

し
て
い
る

(

張
存
武
、
前
掲
書
、
一
六
八
〜
一
六
九
頁)

。
た
し
か

に
『

大
東
輿
地
圖』

(

一
八
六
一
年)

で
は
蘭
子
島
と
黔
同
島
の
中

間
に

｢

中
江｣

の
文
字
が
あ
り

(

京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
編

『

奎
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章
閣
叢
書

第
二

大
東
輿
地
圖』

京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
、
一

九
三
六
年
、
七
―
一
九
面)

、｢

關
西
清
北
全
圖｣

(

一
八
世
紀
中
葉)

で
は
黔
同
島
の
北
方
、
大
勝
我
島
と
清
側
陸
地
の
間
に

｢

中
江｣

の

文
字
が
あ
る

(

嶺
南
大
學
校
博
物
館
編

『

韓

國

地
圖』
嶺
南
大
學
校
博
物
館
、
一
九
九
八
年
、
一
六
二
頁)

た
め
、
こ
こ
で
は
張
存
武
説
に
従
い
た
い
。

(

24)
『

宣�
實�』
巻
四
六
、
宣
祖
二
六
年
一
二
月
壬
子
条
。

(

25)
『

宣�
實�』
巻
五
〇
、
宣
祖
二
七
年
四
月
庚
午
条
。

(

26)
『

西�
先
生
文
集』

巻
一
六
、
雑
著
、
中
江
開
市
条
。

(

27)

李
賢
淑

｢

一
六
〜
一
七
世
紀
朝
鮮

對
中
國�
出
政
策

關

研
究｣

『

弘�
史
學』

六
、
一
九
九
六
年
二
月
、
二
六
頁
。

(

28)
『

宣�
實�』
巻
八
二
、
宣
祖
二
九
年
一
一
月
丙
申
条
。

(

29)
『

宣�
實�』
巻
九
一
、
宣
祖
三
〇
年
八
月
丙
寅
条
。

(

30)
『

宣�
實�』
巻
一
二
四
、
宣
祖
三
三
年
四
月
丙
申
条
。

(

31)
『

宣�
實�』
巻
一
二
四
、
宣
祖
三
三
年
四
月
戊
戌
条
。

(

32)
『

事
大
文
軌』

巻
三
六
、
萬
暦
二
八
年
五
月
初
五
日
条
。

(

33)
『

宣�
實�』
巻
一
三
〇
、
宣
祖
三
三
年
一
〇
月
戊
子
条
。

(

34)
『

宣�
實�』
巻
一
三
一
、
宣
祖
三
三
年
一
一
月
丙
辰
条
。

(

35)
『

宣�
實�』
巻
一
四
二
、
宣
祖
三
四
年
一
〇
月
癸
未
条
。

(

36)
『

宣�
實�』
巻
一
四
六
、
宣
祖
三
五
年
二
月
甲
申
条
。

(

37)
『

事
大
文
軌』

巻
四
三
、
萬
暦
三
一
年
六
月
条
。

(

38)
『

宣�
實�』

巻
一
七
三
、
宣
祖
三
七
年
四
月
丙
申
条
。

(

39)
『

事
大
文
軌』

巻
四
三
、
萬
暦
三
四
年
二
月
一
六
日
条
。

(

40)
『

事
大
文
軌』

巻
四
三
、
萬
暦
三
四
年
三
月
七
日
条
。

(

41)
『

事
大
文
軌』

巻
四
三
、
萬
暦
三
四
年
四
月
条
。

(

42)
『

事
大
文
軌』

巻
四
三
、
萬
暦
三
四
年
一
〇
月
三
〇
日
条
。

(

43)
『

事
大
文
軌』

巻
四
三
、
萬
暦
三
四
年
一
二
月
条
。

(

44)
『

宣�
實�』

巻
一
九
六
、
宣
祖
三
九
年
二
月
辛
亥
条
。

(

45)
『

光
海
君
日
記』

(

太
白
山
本)

巻
八
、
光
海
君
即
位
年
九
月
辛

卯
条
。

(

46)
『

光
海
君
日
記』

(

太
白
山
本)

巻
一
一
四
、
光
海
君
九
年
四
月

辛
丑
条
の
引
用
咨
文
に
よ
る
。
明
側
が
朝
鮮
の
廃
止
要
請
に
応
じ
た

理
由
は
管
見
の
限
り
で
は
史
料
的
に
明
ら
か
で
は
な
い
。

(

47)
『

光
海
君
日
記』

(

太
白
山
本)

巻
一
一
六
、
光
海
君
九
年
六
月

甲
寅
条
。
丘
坦
の
要
請
に
対
し
朝
鮮
は
中
江
開
市
再
開
の
返
事
を
出

さ
な
か
っ
た

(

韓
明
基
、
前
掲
書
、
二
一
一
頁)

。

(

48)

劉
家
駒

『

清
朝
初
期
的
中
韓
關
係』

文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八

六
年
、
五
四
頁
。

(

49)
『

光
海
君
日
記』

(

太
白
山
本)

巻
五
、
光
海
君
即
位
年
六
月
庚

午
条
。

(
50)

『

邊
例
集�』
巻
八
、
公
貿
易
、
己
酉
条
。

(

51)
『

明�
宗
實�』
巻
三
三
二
、
萬
暦
二
七
年
三
月
丙
戌
条
。
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(
52)

万
暦
二
六
年
一
〇
月
に
陳
奏
使
正
使
と
し
て
李
恒
福
が
北
京
に

派
遣
さ
れ
、
黄
汝
一
は
書
状
官
と
し
て
同
行
し
た
。
黄
汝
一
に
よ
る

日
記
が

｢

銀
槎
日�｣
で
あ
り
、
彼
の
文
集

『

海
月
集』

に
収
録
さ

れ
て
い
る
。

(

53)
｢�

東
雖
僻
在
東
、
南
實
爲
邦
畿
左
輔
、
而
朝
鮮
之
貢�
也
。

山�
銀
礦
、
地
出
人
蔘
・
貂
鼠
狐
皮
・
駿
驥
。�
至
朝
鮮
八�
、
地

沃
土
饒
、
金
銀
礦
洞
採�
成
色
。�
獺
皮
・
弓
箭
・
蠶
繭
・
紙
札
方

物
不
一
而
足
。����
美�
不
時�
上
。(

中
略)�
準
差�
膳

監
右
監
高
準マ

マ

、
前
去
經
理
、
不
使
地
有�
利
云
云｣
(『

海
月
集』

巻

一
二
、｢

銀
槎
日�｣
萬
暦
二
七
年
三
月
一
二
日
条)

。

(

54)
『

明
史』

巻
三
〇
五
、
列
傳
第
一
九
三
、
宦
官
二
、
陳�
条
。

(

55)

新
宮
学

｢

明
代
の
牙
行
に
つ
い
て

商
税
と
の
関
係
を
中
心

に｣
『

山
根
教
授
退
休
記
念
明
代
史
論
叢』

上
、
汲
古
書
院
、
一
九

九
〇
年
、

八
五
四
頁
。

(

56)

林
楓

｢

万
暦
礦
監
税
使
原
因
再
探｣

『

中
国
社
会
経
済
史
研
究』

八
〇
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
一
三
〜
一
五
頁
。

(

57)
『

萬
暦
邸
鈔』

萬
暦
二
七
年
五
月
条
お
よ
び
同
年
七
月
条
。

(

58)
『

明�
宗
實�』
巻
三
六
五
、
萬
暦
二
九
年
一
一
月
条
末
尾
。

(

59)
『

明�
宗
實�』
巻
三
八
五
、
萬
暦
三
一
年
六
月
丙
戌
条
。

(

60)
『

明�
宗
實�』
巻
四
一
九
、
萬
暦
三
四
年
三
月
条
末
尾
。

(

61)
『

明
史』

三
〇
五
、
列
傳
一
九
三
、
宦
官
二
、
陳�
条
。

(

62)

高
淮
は
、
遼
東
の
軍
閥
李
成
梁
と
も
結
託
し
て
い
た

(

和
田
正

広

『

中
国
官
僚
制
の
腐
敗
構
造
に
関
す
る
事
例
研
究

明
清
交
代

期
の
李
成
梁
を
め
ぐ
っ
て

』

九
州
国
際
大
学
社
会
文
化
研
究
所
、

一
九
九
五
年
、
三
三
一
頁)

。

(

63)
｢

參
在
本
地
價
甚
不
高
。
中
國
人
轉
市
之
、
度
山
海�
關��
。

而
上
之
人
求
索
無
窮
、�
日
加
以�
監
高
淮
毎
一
檄
取
動
以
數
百
斤

計
。
故
數
年
以
來
佳��
不
至
京
師
、
其
中
上�
亦
幾
与
白�強
同
價

矣｣
『

五
雑
組』

巻
一
一
、
物
部
三
。

(

64)
『

宣�
實�』
巻
一
六
〇
、
宣
祖
三
六
年
三
月
甲
申
条
。

(

65)

韓
明
基
は
中
江
開
市
が
不
振
な
理
由
に
朝
鮮
の
物
資
が
集
ま
ら

な
か
っ
た
こ
と
の
み
を
挙
げ
る
が

(

前
掲
書
、
二
〇
九
頁)

、
遼
東

が
商
人
を
脅
迫
す
る
た
め
に
、
商
人
が
中
江
を
敬
遠
し
た
こ
と
を
見

逃
し
て
い
る
。

(

66)
『

宣�
實�』
巻
一
六
〇
、
宣
祖
三
六
年
三
月
壬
申
条
。

(

67)
『

明�
宗
實�』
巻
四
四
七
、
萬
暦
三
六
年
六
月
乙
酉
条
。

(

68)

辻
大
和

｢

一
七
世
紀
初
頭
朝
鮮
に
お
け
る
薬
用
人
蔘
政
策
の
定

立
と
そ
の
意
義｣

『

朝
鮮
学
報』

二
一
〇
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
六

五
頁
。

(
69)

｢

今
深
山
荒
谷
之
民
、
茹
草
食�
、
不
知
藥
物
爲
何
事
而
彊
壯

壽
考
不
聞
疾
病
。
惟
富
貴
・
膏
梁
之
家
子
弟�
人
、
起
居
無�
、
食

息
不
調
而
輒
恃
參
朮
之
功
、�
求
貴
售｣

『

五
雑
組』

巻
一
一
、
物
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(
70)
三
田
村
泰
助

『

清
朝
前
史
の
研
究』

同
朋
舎
、
一
九
六
五
年
、

一
六
九
〜
一
七
七
頁
。

(

71)
『

宣�
實�』
巻
一
四
六
、
宣
祖
三
五
年
二
月
戊
辰
条
。

(

72)
｢

今
雖
不
得
一
倣
天
朝
之
規
、
差�
奉
命
之
員
、
而
別
擇
文
官

中
有
名�
・
剛
明
・�
幹
之
人
、
分�
曹�
廳
稱
號
、
下�
義
州
、

使
之
久
留
專
管
、�
日��
之�
作
銀
收
捧
、
毎
月
開
數
上�
、
則

當
此
國�
匱
竭
之
時
、
補�
必
多
。
敢
禀｣

『

宣�
實�』
巻
一
四

六
、
宣
祖
三
五
年
二
月
甲
申
条
。

(

73)
『

宣�
實�』
巻
一
六
〇
、
宣
祖
三
六
年
三
月
甲
戌
条
。

(

74)
『

宣�
實�』
巻
一
四
二
、
宣
祖
三
四
年
一
〇
月
癸
未
条
。

(

75)
『

光
海
君
日
記』

(

鼎
足
山
本)

巻
二
五
、
光
海
君
二
年
二
月
庚

戌
条
。

(

76)
｢

備
邊
司�
曰
。
中
江
罷
市
議
處
咨
文
、
似
有
日
後�
處
之
患

矣
。
而
此
時
應
罷
與
否
、
其
在
中
朝
論
議
亦
多
。
禮
部�
東
撫
按
、

以
至
鎭
江��
府
、
皆
不
關
於
此
市
、
而
必
是
革
罷
之
願�
也
。
其

力
辨
而
欲
不
罷�
、
只
是
輪
回
差
定
抽�
委
官
輩
、
與�
東
鎭
江
大

商
賈
若
干
人
耳｣
『

光
海
君
日
記』

(

太
白
山
本)

巻
二
五
、
光
海
君

二
年
二
月
庚
申
条
。

(

77)
｢�
東�
按
使
熊
廷
弼
劾
奏
。
防
海
副
總
兵�
有
孚
、
鎭
江�

��
宗�
役
縱
水
兵
、
興
販
海
上
、
毎
裝
載
貨
物
撤
放
中
江
、
勒
商

民
取
直
。
甚
至
改
換
麗
服
、
潛
入
屬
國
壓
取
貂
參
。
其
資
本
出
有
孚
、

而
宗�
爲
之｣

『

明�
宗
實�』

巻
四
五
五
、
萬
暦
三
七
年
二
月
癸

丑
条
。

(

78)
｢�

安�
觀
察
使
朴
東
亮��
。
臣�
觀
京
外
之
人
、
多
於
義

州
中
江
貿
易
火
藥
。
而
其
價
亦
不
高
踊
云
。
臣
以
詔
使�
候
事
到
義

州
、
細
得
其
詳
、
則�
謂
唐
人
之
賣
火
藥�
、
無�
唐
人
之
輩
。
自

�
陽
至
鎭
江
、
其�
許
多
鎭
堡
官
上
火
藥
暗
裏
偸
出
、
或
五
六
百
斤

或
千
餘
斤
。
本
國
買
賣
人
處
、
夜�
潛
買
。(

後
略)｣

『

宣�
實�』

巻
二
〇
一
、
宣
祖
三
九
年
七
月
癸
未
条
。

(

79)
『

攷
事
撮�』

(

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
。
請
求
記
号
は

古
朝
九
一
・
四
〇)

巻
上
、
大
明
紀
年
、
萬
暦
四
〇
年
条
。
こ
の
刊

本
は
粛
宗
年
間

(

一
六
七
四
〜
一
七
二
〇
年)

刊
と
推
定
さ
れ
る
。

該
当
箇
所
は
光
海
君
五
年
本
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

(

80)
｢

謝
恩
使
柳�
復
命�
曰
。(

中
略)

至
於
中
江
開
市
之
事
、
日

後�
處
之
患
、
有
不
可�
言�
。
姑
以
目
今�
端
言
之
、
我
國
牟
利

之
徒
、
潛
自
越
江
、
與
唐
人
約
換
把
參
、
折
價
以
銀
、
仍
成
契
劵
。

先
受
其
價
、
至�
把
參
之
日
、
唐
人
不
分��
、
只
就
元
數�
、�

�
受
之
、
只
餘
些
少
而
不
受
。
此
後
我
國
人
、
雖
擇
給
品
好
之
蔘
、

托
以
不
好
、
終
不
受
之
。
遲
以�
月
、
改
成
其
契
劵
、
常
存
其�
、

而
只
取
其
息
。
雖
竭
力
償
之
、
而
其
本
長
存
。
圖
出
委
官
票
帖
督�

極
慘
。
以
此
我
國
之
人
、
無
不
破�｣

『

光
海
君
日
記』

(

太
白
山
本)
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(
81)
一
六
一
〇
年
に
朝
貢
品
と
し
て
の
人
蔘
の

｢

把
蔘｣

が
明
に
許

可
さ
れ
た

(『

攷
事
撮�』

(

光
海
君
五
年
本)

上
、
大
明
紀
年
、
萬

暦
三
八
年
条)

。
一
六
〇
六
年
に
は

｢

把
蔘｣

の
禁
令
が
出
さ
れ
た

が
、
鴨
緑
江
各
地
で
密
輸
が
行
わ
れ
た

(『

宣�
實�』
巻
二
〇
一
、

宣
祖
三
九
年
七
月
癸
未
条)

。
把
蔘
と
は
人
蔘
を
干
し
て
束
ね
た
も

の
で
あ
る
。
遠
距
離
交
易
の
旅
程
中
に
生
蔘
が
腐
敗
し
や
す
い
こ
と

が
問
題
で
あ
っ
た
。

(

82)
｢

不
特
此
也
。
嗜
利
之
人
、
與
唐
人
相
熟
、
我
國
緊
關
之
事
隨

�
脱
漏
。
今�
庶
人�
之
事
、
臣
行
未
渡
江
之
前
、
胡
辭
亂
語
、
已

播
於
唐
人
之
口
。
至
今
思
之
、
不
覺
竦
然
也
。
將
臣
此
言
、
下�
大

臣
、
熟
議
便
否
、�
貢
之
外
、
別
無
相�
之
路
、
則
疆
域
截
然
、
別

無�
處
之
患
矣｣

『

光
海
君
日
記』
(

太
白
山
本)
巻
八
、
光
海
君
即

位
年
九
月
辛
卯
条
。

(

83)

対
馬
も
、
朝
鮮
が
密
貿
易

(

潜
商)

を
警
戒
す
る
理
由
と
し
て
、

国
事
が
漏
洩
す
る
こ
と
に
至
る
の
を
慮
る
こ
と
が
あ
る
と
見
な
し
て

い
た

(『

朝
鮮�
交
大
紀』

巻
四
、
萬
松
院
公)

。

(

84)

李
迎
春

『

朝
鮮
後
期
王
位
繼
承
研
究』

集
文
堂
、
一
九
九
八
年
、

一
二
二
〜
一
二
三
頁
。

(

85)
｢

高
太
監
入
歸
之
後
、
各
處
店�
盡
行
撤
罷
、
獨
此
江
市
因
循

至
此
。�
年
以
來
馬
島
倭
奴
中
國
貨
物
爲
利
、
而
潛
商
之�
滋
蔓
日

甚
。
杜�
機
防
奸�
、
唯
在�
罷
關
市｣

(｢

萬
暦
四
十
年
朝
鮮
國
王

致
禮
部�
罷
中
江
關
市
以�
疆
界
以
防
奸�
事
咨
文｣

(

中
国
国
家

博
物
館

(

北
京)

所
蔵))

。
こ
の�
案
の
写
真
が
中
国
国
家
博
物
館

編

『

中
国
国
家
博
物
館
館
蔵
文
物
研
究
叢
書

明
代�
案
巻』

上
海

古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
八
四
〜
八
五
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(

86)
｢

今
本
親
臨
中
江
關
一
市
、
竝
無
蔘
餌
。
査
問
據
商
人
段
四
・

沈
可
等
稟
稱
、�
貢
陪
臣
、�
隨
從
員
役
夾
帶�
江
、
以
致
蔘
斤
稀

少
。
看
得�
上
蔘
斤
、�
頼
中
江
取
足
。
而
貴
國�
貢
陪
臣
夾
帶
、

無
憑
抽�｣

『

宣�
實�』

巻
一
六
〇
、
宣
祖
三
六
年
三
月
壬
申
条
。

(

87)
｢�

東
指
揮
使
差
官�
天
澤
、
齎
咨
入
來
。
先
是
本
國
、�
罷

中
江
關
市
、
主
市
委
官
、
利
其�
不
欲
罷
、�
文
于
指
揮
使
司
。
指

揮
移
咨
問
其
便
否
略
曰
、(

中
略)

有
貨
有�
、�
地�
且
不�
、

而
況
於
外
附
之
夷
乎
。
嘗
揣
其
意
、
彼
以
朝
貢
之��
、
而
貨
物
得

以
售
厚
利
、�
貢�
一
乘
矣
、
而
借
名
十
乘
。�
貢�
十
乘
、
借
名

數
十
乘
。
驛
路
私
自
貿
易
、
一
則��
、
一
則
獲
利

(

後
略)｣

『

光

海
君
日
記』

(

太
白
山
本)

巻
二
五
、
光
海
君
二
年
二
月
庚
戌
条
。

な
お
韓
明
基
は
、
こ
の
光
海
君
二
年
二
月
庚
戌
条
を
用
い
て
、
明
が
、

｢

再�
之
恩｣

(

壬
辰
・
丁
酉
の
乱
に
際
し
明
が
朝
鮮
を
援
助
し
た
こ

と)

を
理
由
に
朝
鮮
に
対
し
中
江
開
市
存
続
を
求
め
た
と
す
る
が

(
韓
明
基
、
前
掲
書
、
七
七
頁)

、
燕
行
使
が
免
税
と
な
る
こ
と
を
遼

東
が
指
摘
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
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(
88)

｢(

前
略)

至
於
貢
使
、
不
至
挾
帶
一
物
、
則
毎
赴
京
之
行
、
必

有
口
粮
盤
纏
、
而
其
外
公
貿
易
之
物
數
目
亦
多
。
若
於�
東
査
點
抽

�
、
則
一
行
被
其��
、�
以
堪
支
、
其
中
狼
狽
有
不
可�
言｣

『

光
海
君
日
記』

(

太
白
山
本)

巻
二
五
、
光
海
君
二
年
二
月
庚
戌
条
。

(

89)���������������������������������������������������
����������������������������������������������������
1974����229�233�(

90)
『

宣�
實�』
巻
一
二
七
、
宣
祖
三
三
年
七
月
辛
酉
条
。

(

91)
『

光
海
君
日
記』

(

太
白
山
本)

巻
三
二
、
光
海
君
二
年
八
月
乙

未
条
。

(

92)

申�
鎬

｢

朝
鮮
中
宗
時
代
の
禁
銀
問
題｣
『

稲
葉
博
士
還
暦
記

念
満
鮮
史
論
叢』

、
一
九
三
八
年
、
四
四
四
〜
四
四
七
頁
。

(

93)
『

邊
例
集�』
巻
八
、
公
貿
易
、
己
酉
条
。

(

94)
『

光
海
君
日
記』

(

太
白
山
本)

巻
六
五
、
光
海
君
五
年
四
月
癸

丑
条
。

(

95)
『

新�
東
國
輿
地�
覽』

巻
二
九
、
慶��
、
聞
慶
縣
、
山
川

条
。

(

96)
『

光
海
君
日
記』

(

太
白
山
本)

巻
六
七
、
光
海
君
五
年
六
月
己

酉
条
。

(

97)
｢

而
爲
使
臣�
、
拘
於
人�
、
專
以�
托
、
自�
市
井
無�
之

輩
濫
載
禁
物
、
貽�
無
窮
。
以
此�
東�
司
毎
行
阻�唐
、
需
索
銀
兩

罔
有
紀
極｣

『

光
海
君
日
記』

(

太
白
山
本)

巻
一
〇
〇
、
光
海
君
八

年
二
月
丙
午
条
、
司
諫
院�
。

(

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
教)


